
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
町
村
合
併
を
選
択

し
た
上
島
町
の
４
年
間
が
、
町
民
の
皆
様

の
「
幸
福
感
」
と
し
て
、
幾
つ
の
実
を
結

ん
だ
か
の
評
価
を
さ
れ
る
季
節
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
は
平
成
20
年
第
３
回
の
定
例
議
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活
動
は
、
時

間
の
関
係
上
こ
の
場
で
は
主
な
事
項
の
み

と
し
、
詳
細
は
別
紙
参
考
資
料
で
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
活
動
内

容
や
資
料
に
つ
い
て
は
予
算
や
施
策
に
反

映
さ
せ
る
為
、
そ
の
都
度
管
轄
す
る
職
員

に
指
示
事
項
・
要
約
文
書
と
共
に
報
告
し

て
お
り
ま
す
。

７
月
１
日
に
は
「
平
成
21
年
度
離
島
振

興
予
算
陳
情
」
を
、
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
各
府
省
庁
に
対
し
実
施
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
色
は
「
離
島
航
路
の
新
船
建

造
へ
の
国
庫
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
」

「
海
域
の
自
治
体
面
積
へ
の
算
入
に
つ
い

て
」
を
初
め
て
要
望
項
目
に
挙
げ
た
こ
と

で
あ
り
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
離
島
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
案
件
で
す
。
主
な
内

容
は

◎
離
島
の
燃
油
高
騰
に
関
す
る
緊
急
対
策

に
つ
い
て

◎
離
島
振
興
関
係
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

◎
離
島
航
路
の
整
備
強
化
に
つ
い
て

◎
港
湾
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

◎
離
島
バ
ス
路
線
の
維
持
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

◎
離
島
市
町
村
の
財
政
力
強
化
に
つ
い
て

◎
離
島
に
お
け
る
高
度
情
報
化
の
推
進
に

つ
い
て

◎
離
島
医
療
の
改
善
に
つ
い
て

以
下
15
項
目
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
の
項

目
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
具
体
的
な
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
国
の
離
島
関

係
当
初
予
算
や
補
正
予
算
に
お
い
て
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
骨
太
の
方

針
２
０
０
８
」
に
初
め
て
「
離
島
」
の
文

字
が
２
箇
所
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
で
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
大
き
な
成
果
と
し
て
表
れ

て
い
ま
す
。

７
月
17
日
に
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
が
決
定
し
た
、
村
上
幸
史
選
手
の

壮
行
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
８
月
21
日

の
競
技
当
日
、
雨
の
中
、
日
の
丸
を
胸
に

力
強
く
槍
を
放
つ
村
上
選
手
の
勇
姿
は
子

ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を
、
上
島
町
民
に

「
誇
り
」
と
い
う
金
メ
ダ
ル
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

７
月
25
日
か
ら
は
伊
豆
大
島
で
開
催
さ

れ
た
「
離
島
甲
子
園
」
に
中
学
生
が
参
加

し
、
第
３
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
国
土
交
通
大
臣
杯
第
１
回

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」
が
正

式
名
で
あ
り
、
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
が
直

接
島
を
訪
れ
、
開
会
式
に
お
い
て
離
島
の

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
す
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

旧
４
町
村
全
て
か
ら
選
手
が
集
い
、
合

同
練
習
を
重
ね
た
子
ど
も
た
ち
の
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
た
熱
い
戦
い
に
、
上
島
町

の
明
る
い
未
来
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
７
月
22
日
か
ら
25

日
ま
で
の
４
日
間
、「
離
島
体
験
交
流
活

動
（
子
ど
も
ミ
ニ
島
体
験
キ
ャ
ン
プ
）」
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
事
前
の
参
加
募
集
で

は
抽
選
が
必
要
な
程
の
応
募
が
あ
り
、
町

外
か
ら
10
名
、
上
島
町
か
ら
11
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
各
島
で
は
地
元
の
方
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
民
泊
で
個
人
の
家
に
お

世
話
に
な
る
な
ど
優
し
さ
に
触
れ
合
う
体

験
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
上
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
は
、

各
地
域
で
の
夏
休
み
を
利
用
し
た
各
種
交

流
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
私
も
で
き
る
限

り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
省

客
に
と
っ
て
「
ふ
る
さ
と
」
で
の
楽
し
い

思
い
出
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
会
生
活
に
お

い
て
大
き
な
活
力
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、「
も
て

な
し
の
心
」
で
御
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
知
事
陳
情
で

は
、
上
島
町
か
ら
「
元
気
な
島
づ
く
り
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
」「
情
報
通
信

基
盤
整
備
に
係
る
支
援
に
つ
い
て
」「
県

道
岩
城
環
状
線
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
」

を
、
ま
た
旧
町
村
４
地
域
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

重
要
案
件
の
説
明
と
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
地
方
に
目
の
行
き
届
い
た

期
待
以
上
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

一
部
の
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
、
県
担
当

者
か
ら
の
説
明
内
容
で
は
納
得
が
い
か
ず
、

異
例
で
は
あ
り
ま
す
が
再
度
要
望
書
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。

８
月
12
日
に
は
、「
上
島
架
橋
要
望
活

動
」
を
愛
媛
県
東
予
地
方
局
今
治
支
局
、

東
予
地
方
局
、
愛
媛
県
、
四
国
地
方
整
備

局
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

上
島
架
橋
促
進
協
議
会
を
代
表
し
て
２

名
の
副
会
長
と
共
に
陳
情
を
実
施
し
た
結

果
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
の
動

き
次
第
で
、
今
後
の
架
橋
の
ス
ピ
ー
ド
が

変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
岩
城
橋
架
橋
に
つ
い
て
は
今
ま
で

以
上
の
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
19
日
と
20
日
に
は
議
会
に
替
わ

り
、
上
島
町
重
要
施
策
要
望
を
行
い
ま
し

た
。
議
長
・
副
議
長
同
席
の
下
、
愛
媛
県

選
出
の
国
会
議
員
並
び
に
関
係
各
省
庁
に

対
し
、「
上
島
架
橋
の
推
進
」「
離
島
航
路

の
充
実
」「
へ
き
地
教
育
の
制
度
改
革
」
に

つ
い
て
、
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本
定
例
会
は
9
月
24
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
2
日
間
と
定
め
ま
し
た
が
、
1

日
で
審
議
等
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主

な
内
容
、
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
20
年

第
3
回
定
例
会

上
村
町
長
の
行
政
報
告
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予
算
を
含
め
た
要
望
を
行
い
、
今
年
度
内

示
・
交
付
決
定
を
い
た
だ
い
た
「
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
」
へ
の
御
礼
と
、
更
な

る
協
力
も
改
め
て
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
他
で
は
例
年
の
行
事
と
し
て
、
８

月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
、
９
月
13

日
に
は
各
地
域
敬
老
会
に
お
い
て
感
謝
と

長
寿
を
お
祝
い
し
、
９
月
上
旬
か
ら
中
旬

に
か
け
て
弓
削
高
校
、
今
年
か
ら
単
独
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
弓
削
中
学
校
を

は
じ
め
、
各
地
区
運
動
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

さ
て
、
一
昨
日
、
麻
生
太
郎
新
総
裁
が

誕
生
し
、
本
日
よ
り
新
内
閣
が
動
き
始
め

ま
す
が
、
一
昨
年
９
月
26
日
に
選
出
さ
れ

た
安
倍
晋
三
氏
に
続
き
、
昨
年
９
月
25
日

選
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
福
田
康
夫
総
理
の

突
然
の
辞
任
に
は
、
驚
き
と
共
に
現
在
置

か
れ
て
い
る
日
本
の
政
治
運
営
の
難
し
さ

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
度
の
上
島
町
予
算
の
指
針
と
な
る

国
の
予
算
編
成
の
流
れ
は
、
６
月
27
日
に

政
府
が
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
８
（
骨
太
の
方

針
２
０
０
８
）」
を
正
式
決
定
し
、
７
月

29
日
に
は
、
２
０
０
９
年
度
予
算
の
大
枠

と
な
る
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー
リ
ン
グ
）

が
閣
議
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

政
策
の
実
行
に
充
て
る
一
般
歳
出
の
上

限
は
47
兆
８
４
０
０
億
円
で
あ
り
、
公
共

事
業
な
ど
の
削
減
を
継
続
し
ま
す
が
、
高

齢
化
に
伴
い
年
金
、
医
療
な
ど
の
社
会
保

障
費
が
膨
ら
み
、
２
０
０
８
年
度
当
初
予

算
を
５
６
０
０
億
円
上
回
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

来
年
度
の
特
色
は
重
要
課
題
推
進
枠
の

新
設
で
、
３
３
０
０
億
円
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

政
府
は
財
政
捻
出
の
た
め
、
３
年
以
上

継
続
し
て
い
る
事
業
、
公
益
法
人
向
け
支

出
な
ど
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
「
政
策

の
棚
卸
し
」
を
指
示
し
て
お
り
、
歳
出
削

減
努
力
を
最
大
限
行
い
つ
つ
、
新
た
な
政

策
に
取
り
組
む
「
財
政
再
建
と
重
要
課
題

実
現
の
両
立
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
の
基
礎

年
金
の
国
庫
負
担
引
き
上
げ
だ
け
で
も
２．

３
兆
円
の
財
源
が
必
要
で
、
歳
出
削
減
だ

け
で
は
追
い
つ
か
な
い
の
が
実
情
で
あ
り

ま
す
が
、
最
大
の
課
題
と
さ
れ
る
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
は
、
既
に
２
０
０
９
年
度

の
実
施
が
先
送
り
ム
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま

す
。政

府
・
与
党
は
８
月
29
日
、
原
油
高
に

対
応
す
る
総
合
経
済
対
策
を
正
式
に
決
定

し
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
を
柱
と

し
、
農
業
の
強
化
、
学
校
耐
震
化
を
含
め

事
業
規
模
と
し
て
総
額
11
兆
７
千
億
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
更
に
家
計
へ
の
緊
急

支
援
と
し
て
、
２
０
０
８
年
度
内
に
所

得
・
住
民
税
の
「
定
額
減
税
」
を
単
年
度

限
り
の
特
別
減
税
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

を
明
記
し
ま
し
た
。
定
額
減
税
の
規
模
、

実
施
方
法
、
財
源
な
ど
は
年
末
に
向
け
た

税
制
改
正
作
業
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
31
日
、
財
務
省
は
２
０
０
９
年
度

予
算
の
各
省
庁
か
ら
の
「
概
算
要
求
・
要

望
額
」
を
締
め
切
り
、
一
般
会
計
の
概
算

要
求
要
望
総
額
は
２
０
０
８
年
度
当
初
予

算
比
約
６
兆
７
０
０
億
円
増
の
約
89
兆
１

３
０
０
億
円
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、
一

般
会
計
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
に
繰
り
入

れ
る
、
入
り
口
ベ
ー
ス
で
１．

６
％
増
の

15
兆
３
７
５
８
億
円
、
出
口
ベ
ー
ス
の
交

付
税
額
は
、
３．

９
％
減
の
14
兆
８
０
４

７
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
再
生
対
策
費
は
初
年
度
の

２
０
０
８
年
度
と
同
額
の
４
０
０
０
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
総

務
省
が
８
月
15
日
、
２
０
０
８
年
度
の
普

通
交
付
税
大
綱
を
閣
議
報
告
し
、
各
自
治

体
へ
の
交
付
額
を
決
定
し
ま
し
た
。
総
額

は
前
年
度
比
１．

３
％
増
の
14
兆
４
８
１

６
億
円
で
あ
り
、
税
収
が
伸
び
悩
む
一
方
、

特
に
財
政
の
厳
し
い
自
治
体
に
重
点
配
分

す
る
「
地
方
再
生
対
策
費
」
を
創
設
し
た

た
め
、
３
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
は
８
月
15
日
、
２
０
０
８
年
度

の
普
通
交
付
税
な
ど
の
県
内
交
付
決
定
額

を
発
表
し
、
県
分
は
１
６
２
６
億
４
４
８

０
万
円
（
前
年
度
比
３．

５
％
減
）
８
年

連
続
の
減
で
あ
り
、
市
町
分
は
計
１
３
１

０
億
９
１
２
４
万
円
（
前
年
度
比
２．

２
％
増
）
で
３
年
ぶ
り
に
伸
び
ま
し
た
。

市
町
分
の
増
加
は
、
福
田
内
閣
が
地
域

間
格
差
是
正
で
打
ち
出
し
た
地
方
再
生
対

策
費
（
20
市
町
で
計
48
億
９
２
０
０
万

円
）
の
底
上
げ
効
果
で
あ
り
、
上
島
町
分

の
普
通
交
付
税
は
、
29
億
９
３
２
万
７
千

円
（
対
前
年
度
比
１
億
３
９
３
１
万
８
千

円
５．

０
％
増
）。
そ
の
内
の
上
島
町
分

地
方
再
生
対
策
費
は
１
億
１
８
２
３
万
９

千
円
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
は
１
億

９
４
６
７
万
９
千
円
（
対
前
年
度
比
１
３

１
６
万
３
千
円
減
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
６
月
に
交
付
さ
れ
た
「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ

く
指
標
を
平
成
20
年
度
中
に
公
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
指
標
と
は
「
実
質
赤

字
比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質

公
債
費
比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」
の
４

項
目
で
あ
り
、
総
称
し
て
「
財
政
健
全
化

判
断
比
率
」
と
い
い
、
20
年
度
決
算
か
ら

は
、
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

の
場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

上
島
町
に
お
い
て
は
、「
実
質
赤
字
比

率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
２
点
と
も
決

算
が
赤
字
で
は
な
い
為
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

「
実
質
公
債
費
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
昨

年
報
告
し
た
１
５．

２
％
と
い
う
数
字
が

１
４．

５
％
に
改
善
し
、
県
内
20
市
町
の

内
７
位
、「
将
来
負
担
比
率
」
は
８
０．

７
％
で
県
内
４
位
と
な
っ
て
お
り
、
余
裕

を
持
っ
た
基
準
内
比
率
で
あ
る
為
、
上
島

町
は
健
全
で
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
に
大
き
な
負
担
を
残
さ

な
い
為
に
も
、
今
後
も
更
な
る
行
財
政
改

革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
戦
国
以
来
江
戸
期
を
通
じ
て

薩
摩
藩
で
最
も
高
貴
と
さ
れ
て
き
た
人
間
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の
価
値
は
「
い
さ
ぎ
よ
さ
」
と
「
勇
敢
」

と
「
弱
者
に
対
す
る
憐
れ
み
」
で
あ
り
、

「
才
略
や
機
鋒
の
す
る
ど
さ
だ
け
で
は
仲

間
も
動
か
せ
ず
、
世
の
中
も
動
か
せ
な
い
。

結
局
、
物
事
を
動
か
す
も
の
は
機
略
よ
り

も
、
他
を
動
か
す
に
足
る
人
格
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
上
島
町
行
政
に
置
き
換
え
る
と
、

「
い
さ
ぎ
よ
さ
」
と
は
「
決
断
力
」
で
あ

り
、「
勇
敢
」
と
は
圧
力
や
横
槍
に
屈
せ

ず
「
ぶ
れ
な
い
」
こ
と
、「
弱
者
に
対
す

る
憐
れ
み
」
と
は
「
愛
す
る
」
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
近
代
日
本
の
黎
明

期
を
駆
け
抜
け
た
先
人
に
習
い
、
上
島
町

の
為
に
私
心
を
捨
て
全
力
を
尽
く
し
、
町

民
を
代
表
す
る
に
相
応
し
い
、
人
を
動
か

す
に
足
る
人
格
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
念

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
決
算

各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

会　　　　　計　　　　　別

平成19年度　上島町会計別決算額

一 般 会 計

上 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

歳入歳出予算額（円）

特
　
　
　
　
別
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険

船 舶

老 人 保 健

住宅新築資金等貸付

ふ 頭 用 地

公 共 下 水 道

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ

農 業 集 落 排 水

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス

浄 化 槽

国民健康保険診療所

へ き 地 出 張 診 療 所

簡 易 水 道

特別養護老人ホーム

8,616,232,000

1,320,000,000

252,300,000

1,379,100,000

2,300,000

2,500,000

695,696,000

85,990,000

138,200,000

615,400,000

64,800,000

41,200,000

64,600,000

5,000,000

32,300,000

240,000,000

210,000,000

歳　　入（円）

7,515,443,469

1,305,079,871

246,103,374

1,334,081,796

2,279,024

2,555,020

621,531,619

82,604,004

111,955,488

601,515,576

62,203,988

34,994,169

60,454,694

10,983,933

29,309,973

249,671,455

222,532,858

歳　　出（円）

7,038,575,797

1,279,611,008

244,416,804

1,332,651,083

2,032,052

2,040,729

613,548,862

81,946,381

109,822,602

591,259,149

61,844,729

34,366,371

59,560,257

3,950,318

29,177,248

219,347,772

202,114,993

歳入歳出差引額（円）

476,867,672

25,468,863

1,686,570

1,430,713

246,972

514,291

7,982,757

657,623

2,132,886

10,256,427

359,259

627,798

894,437

7,033,615

132,725

30,323,683

20,417,865
（予算額は税込み） （税処理後212,847,835）（税処理後192,321,616） （消費税処理後）

■
上
島
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
可
能
に
す
る

と
と
も
に
、
統
一
し
た
新
た
な
条
例
を
制

定
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
可
能
に
す
る

と
と
も
に
、
統
一
し
た
新
た
な
条
例
を
制

定
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
景
観
条
例

景
観
法
に
基
づ
き
、
景
観
行
政
団
体
と

し
て
定
め
る
景
観
計
画
に
関
し
て
条
例
を

制
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
議
会
議
員
等
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
の
特
別
職
に
支
払
わ
れ
る
報
酬

の
う
ち
、
現
在
の
規
定
で
は
報
酬
額
に
不

都
合
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
、
規
定
の

見
直
し
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
収
入
役
制

度
の
見
直
し
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備

す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
収
入
役
制

■
平
成
19
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
15
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
《
17
議

案
》各

会
計
の
決
算
額
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。
一
般
会
計
の
詳
し
い
決
算
状
況
は

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

―
認
　
　
定
―

条
　
例
　
議
　
案
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度
の
見
直
し
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備

す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
収
入
役
制

度
の
見
直
し
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備

す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。―

原
案
可
決
―

■
平
成
20
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
５
会
計
）
補
正
予
算
《
６
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】
４
７
０
０
万
円

【
総
　
額
】
６
９
億
５
３
８
０
万
円

■
特
別
会
計
（
５
会
計
）

―
原
案
可
決
―

■
公
有
水
面
埋
立
の
諮
問
に
対
す
る
答
申

に
つ
い
て

【
埋
立
位
置
】

越
智
郡
上
島
町
岩
城
４
６
８
５
番
１
か
ら
同

町
岩
城
４
６
９
０
番
２
の
地
先
公
有
水
面

【
埋
立
面
積
】

９，

６
８
８．

５
４
平
方
メ
ー
ト
ル

【
埋
立
地
の
用
途
】

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
用
地

【
埋
立
に
関
す
る
工
事
の
施
工
期
間
】

（
着
工
）
免
許
の
日
か
ら
３
月
以
内

（
竣
功
）
着
手
の
日
か
ら
１
年
以
内

―
可
　
　
決
―

■
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
　
　
　
―
可
　
　
決
―

■
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
　
　
　
―
可
　
　
決
―

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
住
所
】

上
島
町
生
名
１
５
８
９
番
地

【
氏
名
】
村
上
　
修

【
生
年
月
日
】
昭
和
33
年
12
月
６
日

―
同
　
　
意
―

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
住
所
】

上
島
町
岩
城
１
３
８
２
番
地

【
氏
名
】
金
本
　
鎭
雄

【
生
年
月
日
】
昭
和
17
年
12
月
22
日

―
同
　
　
意
―

■
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
上
島
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
６
７
８
万
３
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

越
智
郡
上
島
町
岩
城
２
６
７
９
番
地
の
２

宮
脇
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
者
　
宮
脇
　
一
男

―
可
　
　
決
―

2300万円

12億4100万円

2100万円

6億 700万円

70万円

4500万円

560万円

1億4590万円

1370万円

2億3870万円

国民健康
保　　険

下 水 道

簡易水道

魚島船舶

特別養護
老人ホーム

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補
正
予
算
議
案

そ

の

他

議

案
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